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新しい市役所本庁舎の
基本設計がまとまりました

 みんなが利用しやすく、親
しみのある庁舎

 災害に強く、情報・交流拠点
としての庁舎

 環境へ配慮し、管理コスト
を考慮した庁舎

　
新
し
い
本
庁
舎
の
建
設
は
、
令

和
4
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指

し
、「
大
崎
市
役
所
本
庁
舎
建
設
整

備
基
本
計
画
」
の
考
え
方
や
、
こ
れ

ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
意
見
・
提
案
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
建
物
の
構
造
や
配

置
、
各
階
の
フ
ロ
ア
構
成
、
備
え
る

べ
き
機
能
・
設
備
な
ど
、
基
本
的
な

内
容
を
ま
と
め
た
「
基
本
設
計
」
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

新
庁
舎
の
建
設
場
所

　
新
庁
舎
は
、
現
在
の
本
庁
舎
第

二
駐
車
場
（
現 

本
庁
舎
の
北
側
敷

地
）
に
建
設
し
、
現
在
の
庁
舎
に
比

べ
東
側
に
寄
せ
る
こ
と
で
、
今
後

も
活
用
す
る
東
庁
舎
と
の
連
携
を

考
慮
し
、
よ
り
使
い
や
す
い
庁
舎

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
本
庁
舎
は
、
新
庁
舎
の

完
成
後
に
取
り
壊
し
を
行
い
、
駐

車
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
南
側
敷
地
に
は
、
古
川
駅

や
商
店
街
か
ら
の
歩
行
者
ア
プ

ロ
ー
チ
に
配
慮
し
、
新
庁
舎
へ
の

自
然
な
誘
導
を
促
す
「
歩
行
者
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
」
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。

　み
ん
な
が
利
用
し
や
す
く

親
し
み
の
あ
る
庁
舎
へ

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、「
市
民
活
動
の
広
が
る
・

つ
な
が
る
場
所
が
も
っ
と
ほ
し

い
！
」「
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う

な
施
設
が
い
い
」
な
ど
、
市
の
に
ぎ

わ
い
創
出
、
交
流
促
進
を
期
待
す

る
意
見
を
多
く
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

　
新
庁
舎
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
「
行
政
機
能
エ
リ
ア
」

と
、
市
民
へ
の
開
放
性
を
高
め
た

「
市
民
交
流
エ
リ
ア
」
の
2
つ
で
構

成
し
、
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
に
な

る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
具
現
化
し
て
い
き
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
で
き
る
だ
け
低
層
部
の

床
面
積
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
利

便
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。（
施

設
平
面
図
は
10
ペ
ー
ジ
）

建設予定地　大崎市古川千手寺町一丁目

47番ほか

※建設後の市役所の住所は、現在と同じ

く「古川七日町1番1号」となります。

構造　鉄骨造（耐震構造）

行政機能エリア　地上5階（最高約26 ｍ）

市民交流エリア　地上3階

延床面積　約12,128㎡（本庁舎棟 約11,781

㎡＋車庫・駐車場棟 約347㎡）

概算工事費　約65億円（本庁舎・東庁舎）

※現 本庁舎の解体や南側駐車場の整備、

備品購入費などを含めた総事業費の規

模は、約80億円です。

設計概要

配置概要

新しい市役所本庁舎の

基本設計がまとまりました

時代の変化（潮流）に対応する  地方自治の拠点

基本方針“

“

”

”

Ｎ

市役所新庁舎

至 古川駅

駐輪場

駐車場

駐車場

至 道の駅
　 おおさき

東
庁
舎

新 本庁舎外観イメージ図

歩行者
プロムナード


